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【研究要旨】 

少子・高齢社会では、高齢者が生きがいをもって安全に就労継続し、経済社会の担い手となる

ことが期待されている。我が国では高齢者の就労意欲が高く、高年齢労働者数は増加を続けてい

る一方で、加齢に伴うフレイル、サルコペニア、感覚機能低下、認知機能低下などへの対応を含

めた高齢期の労働衛生対策が求められている。本研究では、就労状況、慢性疾患や心血管イベ

ントを含む身体・精神機能、感覚機能などの老化関連指標を多角的に評価可能な一般住民コホ

ートおよび職域コホートを用い、高齢期の就労継続や就労意欲に関連する危険因子・保護因子を

検討するとともに、事業所アンケート調査を通して、高齢期の安全な就労継続を支援する労働衛

生上の支援策について検討した。 

3 年間の研究を通し、高齢期の就労継続には、中年期の就労満足感を高めることや、糖尿病の

予防・改善が就労継続の保護因子である可能性、高齢者の就労促進に際しては、身体・精神状況

や認知機能、基礎疾患への対応についての配慮に加え、疲労感の改善や疲労感に対する配慮

の重要性が示唆された。労働衛生上、単なる疾病の予防・治療にとどまらず、感覚機能、運動機

能、情報処理能力、精神的健康度、孤独感など、多面的な心身機能への配慮が求められることが

示された。各種機能の中でも、加齢に伴う低下が顕著であった高周波数帯域の聴力や情報処理

能力が、その後の就労継続を強く予測していた。聴力低下は職場内コミュニケーションや危険察

知能力の低下につながる可能性があり、情報処理能力低下は新しい機器操作や迅速な判断を要

する作業への適応に影響する可能性がある。そのため、聴覚支援機器、視覚的アラート、作業速

度の個別調整など、加齢変化を補完する職場環境整備の重要性が示唆された。 

歩行速度、歩幅、筋力、脚伸展パワー、平衡機能などの身体機能維持は、転倒・墜落災害予防

の観点からも重要と考えられた。エイジフレンドリーガイドラインに基づく運動支援や身体機能評価

の導入は、高年齢労働者の安全確保に有用である可能性がある。孤独感や疲労感、睡眠障害、
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低いソーシャルサポートなどの心理社会的要因も就労継続や離職に影響を及ぼしており、高年齢

労働者支援には身体機能のみならず、メンタルヘルス、社会的孤立予防、睡眠支援を含めた包括

的対応が必要と考えられた。事業所調査では、柔軟な勤務対応は一定程度普及している一方、設

備整備や組織的対策は十分ではなかった。特に中小規模事業所では人的・財政的制約が大きい

と考えられ、公的支援やガイドライン普及が重要である。高年齢労働者の働く理由は多様であり、

「生計維持」のみならず、「健康維持」「生きがい」「社会参加」などの意味を有していた。個々の価

値観や健康状態に応じた柔軟な就労支援が必要と考えられる。 

以上より、高齢期の安全な就労継続には、感覚機能、運動機能、情報処理能力、精神的健康

度など多面的な機能維持が重要である。また、孤独感、疲労感、睡眠障害など心理社会的要因へ

の対応を含めた包括的労働衛生対策が必要であり、特に中小規模事業所への支援強化が求めら

れる。高年齢労働者の多様な働く理由や個人差を踏まえた柔軟な就労支援を推進することが、少

子高齢社会における持続可能な労働環境整備につながることが示唆された。 

 

A. 研究目的 

少子・高齢社会では高齢者が生きがいをも

って安全に就労継続し、経済社会の担い手と

なることが期待されている。我が国の高齢者は

欧米と比して就労意欲が高く（65 歳以上の就

労継続を希望する割合：日本 7割、米・英 6割、

仏 3 割）、就労高齢者数は上昇し続けている。

高齢者においては就労上の経験や技術の成

熟度の点で優れるが、心身機能低下に伴いフ

レイル、サルコペニア、認知機能低下などの老

年症候群が生じやすく、高齢者就労支援に対

する新たな対策が求められている。 

本研究では就労状況、慢性疾患や心血管

イベントを含む身体・精神機能、感覚機能など

の老化関連指標を多角的な視点から捉えるこ

とが可能な縦断疫学調査（一般住民コホート・

職域コホート）データを用い、高齢期の就労継

続、就労意欲に関わる危険因子・保護因子を

明らかにし、就労にあたって事業者が配慮す

べき点や高齢期の就労継続を促進する労働

衛生上の支援策を提案する。 

 

B. 研究方法 

1．高齢者労働衛生に関する文献検索と課題

の把握、就労継続に影響する健康関連指標

の同定 

高年齢労働者の健康上の課題に関して文

献レビューを実施するとともに、高齢者就労及

び労働衛生に対する事業者・労働者のニーズ

を把握する。必要に応じて、Web調査や企業

での実地調査（インタビュー）を実施し、高齢

期の就労継続に影響する健康関連指標を同

定する。 

2．一般住民コホートと職域コホートにおける就

労および健康に関する調査 

 就労者を含む一般住民コホートと愛知県

の自治体職員を対象とした愛知職域コホート

において就労および健康に関する調査を実施

する。調査では労働時間や就業形態、職種等

の就労関連項目に加え、病歴や身体機能お

よび抑うつ傾向等の心身機能、余暇活動や睡

眠等の生活習慣を評価する。 

3．高年齢労働者の雇用・就労・配置等に関す

る実態・意識調査 

 名古屋市北部・愛知県北部を所管する労働

基準協会（一般社団法人）の会員企業 500社

を対象に高年齢労働者の雇用・就労・配置等

に関する実態・意識調査を実施し、260事業所

より有効回答を得て、高年齢労働者への就労

上の配慮とその課題について検討する。 

 

(倫理面への配慮) 

調査研究は、国立長寿医療研究センターま

たは名古屋大学医学系研究科の倫理・利益
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相反委員会にて研究実施の承認を得た上で、

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関

する倫理指針」を遵守して実施した。 

 

C. 研究結果 

  初年度は一般住民コホートと職域コホート

での調査に加え、文献レビュー、事業者・労働

者へのインタビュー等を通し、高齢期の就労

上の課題を抽出するとともに就労継続に影響

する健康指標を明らかにした。Web 調査では、

中高年就労者では、働けるうちはいつまでも

働きたいと考える者が多いことや、現状の働き

方が個人の希望に沿っていることが高齢期の

就労継続には重要であることが明らかとなった。

職域コホートの調査では糖尿病の既往者では、

高血圧症や脂質異常症と異なり、就労継続率

が低いことが示された。一般住民コホートの調

査では、疲労感が非就労と関連したが、フレイ

ルの有無は就労率に影響を与えず、働きたい

という意志が強い高齢者は、加齢に伴う軽度

な身体機能障害と関係なく、就業していた。こ

れらのことから、中年期の就労満足感を高める

ことや、糖尿病の予防・改善が就労継続の保

護因子である可能性、高齢者の就労促進に際

しては、身体・精神状況や認知機能、基礎疾

患への対応についての配慮に加え、疲労感の

改善や疲労感に対する配慮の重要性が示唆

された。一方で、一般住民コホートの調査にお

いて、就労希望があっても、勤務条件（仕事内

容、や勤務場所へのアクセスなど）や家族から

の支援が受けにくいことにより就労が妨げられ

ている事例も認められた。 

 2 年目は加齢に伴い様々な機能の中でも、

男女とも聴力（特に高周波数帯域）が低下する

こと、他、近見常用視力や情報処理能力、筋

持久力の低下が大きいことが明らかになった。

一方、歩調や精神的健康度は、年齢による明

らかな差異を認めなかった。また、疲労感は高

齢期の就労継続を妨げる可能性が示唆された

が、就労継続者（退職後）においても、現役の

就労者の約半数に、いびきや腰の痛み、耳の

聞こえや目の見え方の悪化などの訴えがあり、

3 割の者に夜間や早朝覚醒、孤独感、膝の痛

みなど様々な愁訴があるなど、様々な愁訴を

かかえつつ就労継続している高年齢労働者が

多いことが明らかとなった。初年度では、糖尿

病が就労非継続と関連しており、若中年期か

らの糖尿病対策が重要であることが示唆され

たが、今年度の解析により、疲労感への対策

ならびに、就労継続者に対しての（様々な機

能低下に対する）衛生対策も必要であることが

明らかとなった。現在の高年齢就労者では、

高齢群ほど就労時間は短いものの、希望通り

の働き方と捉える者の割合は増加し、働けるう

ちはいつまでも働くつもりである者の割合、お

よび希望引退年齢も増加した。加えて男女とも

に金銭面だけでなく、健康のために働き続け

たいと考える者も多く、体調が許せば希望する

就労内容で雇用を希望する者が少なからずい

ることが明らかとなった。 

 3 年目は一般住民コホートの解析から、加齢

に伴い男女ともに高周波数帯域の聴力低下が

最も顕著であり、加えて近見常用視力、情報

処理能力、筋持久力などの低下が大きいこと

が明らかとなった。一方、歩調や生活満足度、

抑うつ傾向などの精神的健康指標は比較的

維持されていた。また、縦断解析では、聴力、

情報処理能力、筋力・歩行機能、平衡機能、

精神的健康度が良好に維持されている者ほど、

その後の就労継続率が高かった。職域コホー

ト研究では、高年齢労働者の働く理由に着目

した解析を行った結果、「生計を立てるため」

に働く者では、孤独感や睡眠障害が多い一方、

「いきがい」や活動能力は低い傾向が認められ

た。また、孤独感は退職後高齢者のその後の

離職と関連し、中年期の仕事関連ストレスは退

職後のプレフレイル／フレイルリスクと関連して

いた。さらに、がんサバイバーにおいては、多

面的疲労プロファイルと職業的アウトカムとの

関連が認められた。事業所調査では、65 歳以
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上の労働者を雇用する事業所の約 6割が何ら

かの就労上の配慮を行っていた。具体的には、

短時間勤務や勤務日数調整、配置転換など

の柔軟な勤務対応が多かった一方で、設備整

備やマニュアル作成などの組織的・物理的対

策は少なかった。特に小規模事業所では、エ

イジフレンドリーガイドラインの認知や高年齢

労働者対策の実施割合が低いことが明らかと

なった。 

 

D．考察 

本研究により、高齢期の就労継続には、中

年期の就労満足感を高めることや、糖尿病の

予防・改善が就労継続の保護因子である可能

性、高齢者の就労促進に際しては、身体・精

神状況や認知機能、基礎疾患への対応につ

いての配慮に加え、疲労感の改善や疲労感に

対する配慮の重要性が示唆された。労働衛生

上、単なる疾病の予防・治療にとどまらず、感

覚機能、運動機能、情報処理能力、精神的健

康度、孤独感など、多面的な心身機能への配

慮が求められることが示された。各種機能の中

でも、加齢に伴う低下が顕著であった高周波

数帯域の聴力や情報処理能力が、その後の

就労継続を強く予測していた。聴力低下は職

場内コミュニケーションや危険察知能力の低

下につながる可能性があり、情報処理能力低

下は新しい機器操作や迅速な判断を要する

作業への適応に影響する可能性がある。その

ため、聴覚支援機器、視覚的アラート、作業速

度の個別調整など、加齢変化を補完する職場

環境整備の重要性が示唆された。 

歩行速度、歩幅、筋力、脚伸展パワー、平

衡機能などの身体機能維持は、転倒・墜落災

害予防の観点からも重要と考えられた。エイジ

フレンドリーガイドラインに基づく運動支援や

身体機能評価の導入は、高年齢労働者の安

全確保に有用である可能性がある。孤独感や

疲労感、睡眠障害、低いソーシャルサポートな

どの心理社会的要因も就労継続や離職に影

響を及ぼしており、高年齢労働者支援には身

体機能のみならず、メンタルヘルス、社会的孤

立予防、睡眠支援を含めた包括的対応が必

要と考えられた。 

 事業所調査では、柔軟な勤務対応は一定程

度普及している一方、設備整備や組織的対策

は十分ではなかった。特に中小規模事業所で

は人的・財政的制約が大きいと考えられ、公的

支援やガイドライン普及が重要である。高年齢

労働者の働く理由は多様であり、「生計維持」

のみならず、「健康維持」「生きがい」「社会参

加」などの意味を有していた。個々の価値観や

健康状態に応じた柔軟な就労支援が必要と考

えられる。 

 

E. 結論 

 高齢期の安全な就労継続には、感覚機能、

運動機能、情報処理能力、精神的健康度など

多面的な機能維持が重要である。また、孤独

感、疲労感、睡眠障害など心理社会的要因へ

の対応を含めた包括的労働衛生対策が必要

であり、特に中小規模事業所への支援強化が

求められる。高年齢労働者の多様な働く理由

や個人差を踏まえた柔軟な就労支援を推進

することが、少子高齢社会における持続可能

な労働環境整備につながると考えられた。 
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